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新
防
衛
大
綱
策
定
の
経
緯

―
政
治
主
導
の
試
み

　

防
衛
計
画
の
大
綱
（
以
下
、
防
衛
大
綱
）
は
、
自
衛
隊

の
役
割
・
任
務
や
、
基
本
的
な
兵
力
構
成
お
よ
び
主
要
装

備
の
整
備
目
標
の
水
準
を
定
め
る
、
今
後
の
防
衛
力
の
基

本
的
指
針
と
な
る
文
書
で
あ
る
。
同
時
に
、
同
大
綱
は
安

全
保
障
の
基
本
理
念
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

の
評
価
、
そ
し
て
安
全
保
障
の
基
本
方
針
を
定
め
る
安
全

保
障
戦
略
に
関
す
る
文
書
で
も
あ
る
。
米
国
の
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
が
大
統
領
府
に
よ
っ
て
提
示
さ

れ
、「
４
年
ご
と
の
国
防
政
策
の
見
直
し
（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）」
が

国
防
省
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
の
に
比
べ
て
、
日
本
の
防

衛
大
綱
は
安
全
保
障
政
策
と
防
衛
政
策
が
混
在
化
し
た
性

格
を
有
す
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
安
全
保
障
の
理
念
や
方
針
に
つ
い
て

は
、
首
相
官
邸
や
内
閣
官
房
が
中
心
と
な
り
、
防
衛
力
整

備
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
政
府
全
体
の
包
括
的
取
り
組
み
を

方
向
付
け
る
公
式
文
書
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
文
書
が
存
在
し
な
い
間
は
、
総
合
的

な
安
全
保
障
戦
略
を
防
衛
大
綱
に
反
映
さ
せ
、
防
衛
政
策

の
位
置
付
け
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

２
０
１
０
年
12
月
17
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
防

衛
大
綱
は
、
２
０
０
９
年
の
政
権
交
代
と
い
う
歴
史
的
な

転
換
を
踏
ま
え
、
民
主
党
政
権
の
下
で
初
め
て
策
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
４
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
防
衛
大
綱
と

新
た
な
防
衛
力
の
構
想
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前
大
綱
（
16
大
綱
）
で
は
、
お
お
む
ね
５
年
後
を
目
途
と

し
て
「
安
全
保
障
環
境
、
技
術
水
準
の
動
向
等
を
勘
案
し

検
討
を
行
い
、
必
要
な
修
正
を
行
う
」
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
す
で
に
自
民
党
政
権
期
（
福
田
・

麻
生
政
権
）
に
は
、
防
衛
大
綱
の
見
直
し
に
向
け
た
各
種

の
作
業
が
進
行
し
て
い
た
。
２
０
０
９
年
８
月
に
は
麻
生

内
閣
の
下
で
組
織
さ
れ
た
有
識
者
ら
に
よ
る
「
安
全
保
障

と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
報
告
書
（
勝
俣
レ
ポ
ー

ト
）
を
提
出
し
、
防
衛
大
綱
策
定
の
方
向
性
を
示
唆
し
て

い
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
９
年
９
月
の
民
主
党
政
権
へ
の
政
権

交
代
を
経
て
、
防
衛
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
新
政
権

の
下
で
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
鳩
山
内
閣
発
足

後
に
、
同
年
末
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た

防
衛
計
画
の
大
綱
お
よ
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
中
期

防
）
は
１
年
間
先
延
ば
し
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
１
０
年

２
月
に
「
新
た
な
時
代
の
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る

懇
談
会
」（
新
安
保
防
衛
懇
）
が
組
織
さ
れ
、「（
民
主
党
政

権
の
下
で
）
改
め
て
議
論
を
し
直
す
こ
と
が
重
要
」（
鳩
山

首
相
）
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
間
に
民
主
党
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
は
、
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
鳩
山
政
権
は
普
天
間
移
設
問

題
を
め
ぐ
る
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状
況
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政

権
基
盤
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
当
初
「
在
日
米
軍
基

地
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
方
向
で
の
ぞ
む
」
と

し
た
政
権
公
約
は
、
次
第
に
普
天
間
基
地
の
県
外
・
海
外

移
設
へ
の
成
否
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
結
果
と
し
て
政
権
内

で
検
討
さ
れ
た
数
々
の
代
替
案
は
、
米
国
政
府
お
よ
び
沖

縄
県
側
の
合
意
を
得
る
こ
と
な
く
挫
折
し
た
。
こ
う
し
た

傾
向
は
、
現
実
的
な
路
線
を
模
索
す
る
自
民
党
に
対
す
る

批
判
を
通
し
て
、
野
党
と
し
て
の
紐
帯
を
保
っ
て
き
た
民

主
党
の
消
極
的
な
求
心
力
の
産
物
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な

保
守
・
リ
ベ
ラ
ル
の
分
布
に
区
分
け
さ
れ
な
い
民
主
党
・

連
立
与
党
の
構
成
員
に
と
っ
て
の
安
全
保
障
政
策
と
は
、

政
権
与
党
に
対
す
る
批
判
と
い
う
機
会
主
義
的
な
合
意
に

他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
民
主
党
が
明
確
な

路
線
転
換
を
志
向
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
途
端
に
政
党
と
し

て
、
ま
た
連
立
与
党
と
し
て
の
一
体
性
は
損
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
２
０
１
０
年
５
月
28
日
の
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
（
２
＋
２
）
の
共
同
発
表
が
普
天
間
飛
行
場
の
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移
設
計
画
を
辺
野
古
案
に
回
帰
さ
せ
た
と
き
、
連
立
与
党

で
あ
っ
た
社
民
党
が
政
権
か
ら
離
脱
し
た
の
は
、
こ
う
し

た
機
会
主
義
的
協
力
の
帰
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

民
主
党
政
権
の
安
全
保
障
政
策
を
め
ぐ
る
数
々
の
混
乱

の
中
で
、
新
安
保
防
衛
懇
は
２
０
１
０
年
８
月
27
日
に
報

告
書
を
菅
直
人
首
相
に
提
出
し
た
。
同
報
告
書
は
「
平
和

創
造
国
家
へ
の
成
長
」
を
提
示
し
、
地
域
と
世
界
の
安
全

に
貢
献
す
る
「
積
極
性
」（
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
義
）
を
強
調

し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
義
に
基
づ
く
安
全
保
障
観
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
国
の
紛
争
予
防
や
平
和
構
築
に
積

極
的
に
関
わ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
戦
後
日
本
の

国
内
制
度
の
制
約
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
文
脈
に
お
い
て
、
基
盤
的
防
衛
力
か
ら
の
脱
却
、
国
際

平
和
協
力
に
関
す
る
一
般
法
の
制
定
、
武
器
輸
出
三
原
則

の
改
正
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
認
定
と
い
っ
た
論
点

に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。新
安
保
防
衛
懇
レ
ポ
ー
ト
は
、リ

ベ
ラ
ル
な
世
界
観
に
基
づ
く
安
全
保
障
政
策
で
あ
っ
て
も
、

自
民
党
時
代
の
レ
ポ
ー
ト
と
の
差
異
よ
り
は
共
通
性
が
多

く
、
ま
た
非
核
三
原
則
や
武
器
輸
出
三
原
則
な
ど
の
論
点

に
お
い
て
は
、
自
民
党
時
代
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
議
論
を

提
示
し
て
い
た
。
民
主
党
が
諮
問
し
た
専
門
家
に
よ
る
報

告
書
が
政
党
間
の
断
裂
よ
り
も
超
党
派
的
な
継
続
性
を
示

し
た
こ
と
は
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や
論
者
に
少
な
か
ら
ぬ

驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

他
方
で
、報
告
書
を
受
け
取
っ
た
菅
首
相
自
身
は
「（
同

報
告
書
は
）
検
討
材
料
の
一
つ
」
と
い
う
限
定
的
な
捉
え

方
で
、
新
懇
談
会
報
告
書
と
防
衛
大
綱
と
の
直
接
的
な
結

び
付
き
に
対
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
こ
の

背
景
に
は
、
自
民
党
で
さ
え
乗
り
越
え
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
数
々
の
提
言
に
つ
い
て
、
党
内
の
旧
社
会
党
系
議

員
や
リ
ベ
ラ
ル
の
会
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
を
抱
え
る

党
内
で
の
統
一
見
解
を
ま
と
め
る
こ
と
の
困
難
さ
が
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
菅
首
相
は
同
年
９
月
14
日
に
安
全
保
障
会
議

を
開
催
し
、
防
衛
大
綱
を
年
内
に
ま
と
め
る
べ
く
「
非
常

に
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」（
北
澤
防
衛
大
臣
）
で
検
討
の

進
め
方
を
確
認
し
、
関
係
閣
僚
間
に
お
け
る
緊
密
な
協
議

の
実
施
を
指
示
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
民
主
党
内
の
「
外

交
・
安
全
保
障
調
査
会
」（
中
川
正
春
会
長
）
が
、
党
内
の

意
見
を
集
約
す
べ
く
10
月
か
ら
会
合
を
重
ね
、
苦
節
の
末
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に
11
月
29
日
に
防
衛
大
綱
に
対
す
る
党
と
し
て
の
提
言
案

を
取
り
ま
と
め
た
。こ
う
し
た
関
係
閣
僚
間
で
の
議
論（
４

大
臣
会
議
）、
党
内
で
の
議
論
（
外
交
・
安
全
保
障
調
査

会
）
の
集
約
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
９
回
に
わ
た
る
安
全

保
障
会
議
で
審
議
・
承
認
す
る
と
い
う
政
策
過
程
を
た

ど
っ
た
。
首
相
交
代
、
参
議
院
選
挙
、
内
閣
改
造
、
日
中

の
尖
閣
諸
島
事
案
、
北
朝
鮮
に
よ
る
延
坪
島
攻
撃
事
案
な

ど
、
慌
た
だ
し
い
内
外
の
情
勢
の
中
で
の
大
綱
策
定
と

な
っ
た
が
「
４
大
臣
会
合
等
を
通
じ
て
か
な
り
濃
密
な
議

論
を
し
て
き
た
」（
北
澤
防
衛
大
臣
）
と
い
う
大
臣
間
の

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
と
政
治
主
導
型
の
大
綱
策
定
の
試
み
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

新
防
衛
大
綱
に
お
け
る
新
し
い
概
念
の
提
示

⑴ 

防
衛
大
綱
に
み
る
安
全
保
障
環
境
の
認
識

　

新
防
衛
大
綱
は
、
前
大
綱
策
定
時
か
ら
の
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
た
新
た
な
要
素
が
随
所
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

新
防
衛
大
綱
が
認
識
す
る
安
全
保
障
環
境
の
特
徴
と
し
て

は
、
第
一
に
主
要
国
間
の
大
規
模
戦
争
の
蓋
然
性
は
低
下

す
る
一
方
で
「
武
力
紛
争
に
は
至
ら
な
い
よ
う
な
対
立
や

紛
争
、言
わ
ば
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
紛
争
が
増
加
す
る
傾
向
」

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
設
定
は
、
単
に
軍
事
力
の

構
成
や
分
布
の
変
化
に
基
づ
く
脅
威
・
リ
ス
ク
の
見
積
も

り
よ
り
も
、は
る
か
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、ボ

ス
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
戦
争
に

お
け
る
軍
事
介
入
に
か
か
る
費
用
と
時
間
よ
り
も
、
そ
の

後
の
平
和
構
築
に
要
す
る
そ
れ
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
戦
争
の
ハ
イ
エ
ン
ド
空
間
と
、
平
和
維
持
や
平

和
構
築
そ
の
他
の
機
能
的
協
力
に
関
わ
る
ロ
ー
エ
ン
ド
空

間
が
、
安
全
保
障
政
策
に
お
い
て
は
等
価
値
と
も
い
う
べ

き
状
況
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
を
考
え
て
も
、
と
り
わ
け
北
朝
鮮
の
帰
趨
や

中
国
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
が

同
時
に
起
こ
り
得
る
「
複
合
事
態
」
と
し
て
、
防
衛
大
綱

に
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
論
は
、

そ
の
後
の
自
衛
隊
の
態
勢
の
統
合
化
や
「
シ
ー
ム
レ
ス
な

対
応
」
と
い
っ
た
方
向
性
を
導
く
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

第
二
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
不
安
定
性
へ

の
認
識
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
お
よ
び
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軍
事
的
な
挑
発
活
動
に
対
し
て
は
「
安
全
保
障
に
お
け
る

喫
緊
か
つ
重
大
な
不
安
定
要
因
」
と
明
示
的
な
脅
威
認
識

を
表
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
に
つ
い
て
は
「
世
界
と
地
域

の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
」
と
し
な
が

ら
も
、
国
防
費
の
増
加
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
お
よ
び
海
・

空
軍
力
の
近
代
化
、
戦
力
の
遠
方
投
射
能
力
の
強
化
、
周

辺
海
域
に
お
け
る
活
動
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
重
要

な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
問
題
設
定
が
い
か
な
る
深
刻
度
と

蓋
然
性
で
生
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
パ
ワ
ー
と
制
度
で
そ
の
発
現
が
制
御
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
大
綱
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
」
と
し
て
「
米
国
の
影
響
力

が
相
対
的
に
変
化
」
し
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
等
の

新
興
国
の
台
頭
と
影
響
力
の
増
大
を
意
識
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
認
識
が
、
米
国
と
の
同
盟
関
係
を
基
礎
に
据
え
つ

つ
も
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と

の
協
力
へ
と
結
実
す
る
論
理
と
な
っ
て
い
る
。

⑵ 

安
全
保
障
の
理
念
と
目
標

　

こ
う
し
た
安
全
保
障
環
境
の
認
識
に
対
し
て
、
日
本
の

防
衛
大
綱
は
い
か
な
る
理
念
と
目
標
を
持
っ
て
政
策
枠
組

み
を
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
新
防
衛
大
綱
で
は
、

安
全
保
障
の
目
標
を
、
①
我
が
国
に
対
す
る
直
接
的
な
脅

威
へ
の
対
応
、
②
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
環
境

の
一
層
の
安
定
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
環
境
の
改

善
、
③
世
界
の
平
和
と
安
定
及
び
人
間
の
安
全
保
障
の
確

保
に
貢
献
す
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。

　

前
大
綱
と
比
較
す
る
と
、
②
に
お
い
て
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
一
層
の
安
定
化
」
が
加
え
ら

れ
、
地
域
に
よ
り
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
安
全
保
障
の
目
標
が

置
か
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
③
に
お
い
て
「
世
界
の
平
和
と

安
定
及
び
人
間
の
安
全
保
障
の
確
保
」
と
い
っ
た
、
い
わ

ば
「
真
水
の
国
際
貢
献
」
論
が
含
ま
れ
た
こ
と
が
特
筆
で

き
る
。
ま
た
、
安
全
保
障
の
手
段
と
し
て
は
、
①
我
が
国

自
身
の
努
力
、
②
同
盟
国
と
の
協
力
、
③
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
協
力
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
等
を
、
多

層
的
・
統
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
③
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
」
を
特
定
し
た
協
力
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　

前
者
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
」
が
意
味
し
て
い
る
の
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は
、
地
域
内
の
各
種
の
安
全
保
障
協
力
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
２
国
間
・
多
国
間
の
安
全
保
障
協
力
を
多

層
的
に
組
み
合
わ
せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
意
義
を
強

調
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
地
域
内
の
協
力
に
は
、①

米
国
の
同
盟
国
や
パ
ー
ト
ナ
ー
国（
と
り
わ
け
韓
国
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
同
士
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
、
②
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
安
全
保
障
協
力
を
特
に
非
伝
統
的
分
野

で
強
化
し
て
い
く
こ
と
、
③
イ
ン
ド
等
関
係
諸
国
と
海
上

交
通
路
の
安
定
確
保
に
取
り
組
む
、
④
中
国
や
ロ
シ
ア
と

安
全
保
障
対
話
・
交
流
等
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
増
進
す

る
と
と
も
に
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
分
野
の
協
力
関
係
の

構
築
・
発
展
を
図
る
、
⑤
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
や
、拡
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防
相
会
議
（
Ａ
Ｄ
Ｍ

Ｍ
プ
ラ
ス
）
等
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
実
際
的
な
協
力
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
域
内
協
力
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ

た
地
域
安
全
保
障
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
志
向
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

後
者
の
「
世
界
の
平
和
と
安
定
及
び
人
間
の
安
全
保
障

の
確
保
」
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

日
本
の
国
際
平
和
協
力
活
動
に
対
す
る
自
衛
隊
の
派
遣
人

数
は
、
現
状
で
は
約
２
６
６
人
（
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
局
）
で
あ

り
、
ハ
イ
チ
地
震
へ
の
救
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
了
す
れ
ば
、

そ
の
規
模
は
約
40
人
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
で
各
種
の
Ｐ
Ｋ

Ｏ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
の
人
的
貢
献
度
は
先
進
国
で
も
最
低
水
準
で
あ
る
。
ま

た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
平
和
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
も
、
多
く
の
法
的
障
害
も
あ
り
、
自
衛
隊
の
派
遣

に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
世
界
で

展
開
す
る
国
際
平
和
協
力
活
動
、
平
和
構
築
の
プ
ロ
セ
ス

に
対
し
て
、
日
本
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
意

志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶
動
的
防
衛
力
：
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

　

新
防
衛
大
綱
で
は
「
動
的
防
衛
力
」（D

ynam
ic 

D
efense

）
と
い
う
新
し
い
概
念
が
登
場
す
る
。
こ
の
概

念
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
１
９
７
０
年
代
に
定
式
化
さ
れ

た
「
自
ら
が
力
の
空
白
と
な
っ
て
我
が
国
周
辺
地
域
の
不

安
定
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、
必
要
最
小
限
の
防
衛
力
を

確
保
す
る
」
と
い
う
「
基
盤
的
防
衛
力
構
想
」
か
ら
の
脱
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却
で
あ
る
。
東
西
両
陣
営
の
対
峙
が
国
際
関
係
の
基
本
構

造
を
な
し
て
い
た
時
代
に
は
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が
お

よ
そ
想
定
さ
れ
ず
、
日
本
は
小
規
模
か
つ
限
定
的
な
侵
攻

に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
静
的
」
な
防
衛
力
の

構
築
を
旨
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
安
全
保
障
環

境
下
で
は
、
自
衛
隊
は
わ
が
国
に
対
す
る
「
各
種
事
態
」

に
柔
軟
に
対
応
す
る
ほ
か
、
周
辺
事
態
に
対
す
る
同
盟
国

と
の
協
力
、
国
際
平
和
協
力
活
動
や
大
規
模
災
害
支
援
に

際
し
て
の
海
外
で
の
活
動
な
ど
、
地
理
的
な
境
界
を
越
え
、

か
つ
各
国
と
の
連
携
・
協
力
が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
趨
勢
の
な
か
で
「
防
衛
力
の
存
在
自
体
に
よ
っ
て
相

手
を
抑
止
す
る
、
い
わ
ば
静
的
な
抑
止
の
み
な
ら
ず
、
平

素
か
ら
各
種
の
活
動
を
適
時
・
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
国
家
の
意
思
や
高
い
防
衛
能
力
を
示
す
動
的
な
抑
止
が

重
要
」（
防
衛
大
臣
談
話
）
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
動
的
防
衛
力
」は
決
し
て
新
し
い
概
念
で
は
な
い
。
16

大
綱
に
お
い
て
も
「
新
た
な
脅
威
や
多
様
な
事
態
に
実
効

的
に
対
応
し
得
る
」「
国
際
平
和
協
力
活
動
に
主
体
的
か
つ

積
極
的
に
取
り
組
み
得
る
」、事
態
の
特
性
に
応
じ
た
即
応

性
や
高
い
機
動
性
を
備
え
た
防
衛
力
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

「
動
的
防
衛
力
」の
方
向
性
は
基
本
的
に
こ
う
し
た
考
え
方

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
新
大
綱
に
お

け
る
「
動
的
防
衛
力
」
が
示
す
重
要
性
は
、
と
り
わ
け
自

衛
隊
の
「
運
用
」
の
あ
り
方
に
あ
る
。
特
に
、
①
情
報
収

集
・
警
戒
監
視
・
偵
察
活
動
な
ど
の
「
常
続
監
視
」
を
強

化
し
、
日
本
の
周
辺
の
軍
の
活
動
に
対
す
る
備
え
を
強
め

る
こ
と
、
②
各
種
事
態
に
迅
速
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応

す
る
こ
と
、
③
諸
外
国
と
の
協
調
的
な
活
動
を
多
層
的
に

推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
踏
ま
え

て
「
本
格
的
な
侵
略
事
態
へ
の
備
え
と
し
て
保
持
し
て
き

た
装
備
・
要
因
を
始
め
と
し
て
自
衛
隊
全
体
に
わ
た
る
装

備
・
人
員
・
編
成
・
配
置
等
の
抜
本
的
見
直
し
に
よ
る
思

い
切
っ
た
効
率
化
・
合
理
化
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で

あ
る
。
新
大
綱
の
「
別
表
」
お
よ
び
中
期
防
で
示
さ
れ
た
、

陸
上
自
衛
隊
の
編
成
定
数
の
減
少
お
よ
び
戦
車
・
火
砲
の

縮
減
、海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
お
よ
び
潜
水
艦
の
増
強
、新

規
対
潜
哨
戒
機
の
取
得
な
ど
の
基
幹
部
隊
の
見
直
し
は
、

こ
う
し
た
「
動
的
防
衛
力
」
の
概
念
に
よ
っ
て
導
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
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⑷
南
西
方
面
に
対
す
る
防
衛
力
整
備

　

新
防
衛
大
綱
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
日
本
の
南
西
方

面
に
対
す
る
防
衛
力
整
備
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
南

西
方
面
に
お
け
る
不
安
定
性
の
拡
大
は
、
中
国
の
軍
事
的

台
頭
（
海
空
軍
力
）
に
伴
う
構
造
的
な
変
化
と
い
え
る
。

従
っ
て
９
・
11
テ
ロ
を
経
て
「
多
様
な
事
態
」
を
重
視
し

た
16
大
綱
か
ら
、「
動
的
防
衛
力
」
や
「
平
時
の
軍
事
バ
ラ

ン
ス
」
を
重
視
す
る
新
し
い
政
策
の
展
開
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
南
西
方
面
の
防
衛
に
は
、
①
我
が
国
の
島
嶼
防
衛

や
海
洋
権
益
の
確
保
【
日
本
】、②
米
国
の
西
太
平
洋
に
お

け
る
前
方
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
安
定
性
の
保
持
【
米
国
】、③
西

太
平
洋
諸
国
の
自
由
航
行
の
確
保
【
周
辺
諸
国
】
と
い
う

複
合
的
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。
南
西
方
面
の
防
衛
強
化

は
日
本
の
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
米
国
・
地
域
諸
国
の
利
益

と
一
致
す
る
。

　

南
西
方
面
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
は
、①
低
強
度
（low

 
intensity

）：
漁
船
や
海
洋
調
査
船
の
侵
入
に
伴
う
海
洋
権

益
の
侵
害
、
軍
艦
艇
・
潜
水
艦
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
航
空

機
等
に
よ
る
示
威
行
為
と
、
②
中
・
高
強
度
（m

edium
/

high intensity

）：
基
地
（
米
軍
・
自
衛
隊
）・
兵
站
イ
ン

フ
ラ
の
破
壊
（
弾
道
・
ク
ル
ー
ズ
ミ
サ
イ
ル
、
特
殊
部
隊
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
）、
わ
が
国
島
嶼
地
域
へ
の
攻
撃
・
侵
攻
な

ど
に
区
分
け
で
き
る
。
新
大
綱
に
お
け
る
構
想
と
し
て
は
、

①
を
自
ら
の
「
動
的
防
衛
力
」
で
管
理
し
な
が
ら
、
②
を

米
国
と
の
共
同
対
処
お
よ
び
米
国
の
拡
大
抑
止
力
の
維

持
・
強
化
に
よ
っ
て
対
処
す
る
構
想
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

⑸
今
後
の
課
題

　

新
防
衛
大
綱
が
示
し
た
方
向
性
は
、
世
界
的
な
パ
ワ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
前
提
と
し
て
、
地
域
の
不
安
定
性
の

増
大
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
紛
争
や
「
複
合
事
態
」
へ
の
対

応
の
必
要
性
を
踏
ま
え
た
、
総
合
的
か
つ
戦
略
的
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
戦
略
に
は
国
際
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
た
不
断
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。「
動
的
防

衛
力
」
は
周
辺
国
の
国
力
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
対
応

可
能
か
、
予
算
・
人
員
・
編
成
は
十
分
に
担
保
さ
れ
て
い

る
か
、
領
域
横
断
的
な
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
」
各
機
関
と
の

協
力
は
実
行
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
日
米
協
力

が
実
効
的
に
な
っ
て
い
る
か
、
国
際
平
和
協
力
へ
の
関
与

は
十
分
か
、
な
ど
新
大
綱
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
チ
ェ
ッ



｜新防衛大綱と新たな防衛力の構想117

特集 2　日本の防衛を考える

ク
リ
ス
ト
は
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
以
下
の

二
つ
の
課
題
は
明
示
的
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
は
、
新
防
衛
大
綱
で
「
首
相
官
邸
に
国
家
安
全
保

障
に
関
し
関
係
閣
僚
間
の
政
策
調
整
と
内
閣
総
理
大
臣
へ

の
助
言
等
を
行
う
組
織
を
設
置
す
る
」
と
し
た
文
書
を
実

行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
自
民
党
時
代
の
安
倍
内

閣
で
は
日
本
版
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
法
案

が
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
安
全
保
障
政
策
の
総
合

調
整
を
行
い
、
危
機
に
際
し
首
相
官
邸
が
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
機
能
を
強
化
し
、
か
つ
中
長
期
的
な
安
全

保
障
戦
略
の
策
定
を
司
る
機
関
は
、
ぜ
ひ
新
設
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
新
防
衛
大
綱
策
定
の
最
終
段
階
で
見
送
り
と

な
っ
た
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
の
見
直
し
で
あ
る
。
先
に

言
及
し
た
民
主
党
の
「
外
交
・
安
全
保
障
調
査
会
」
で
は
、

党
内
の
議
論
の
相
違
を
乗
り
越
え
、
同
三
原
則
の
緩
和
を

提
言
し
て
い
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
防
衛
大
綱
も
し

く
は
内
閣
官
房
長
官
談
話
に
、
同
三
原
則
の
新
機
軸
が
打

ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
先
端
装
備
品

に
関
す
る
国
際
共
同
開
発
・
生
産
へ
の
日
本
の
防
衛
産
業

の
参
加
は
、
装
備
品
の
高
性
能
化
を
実
現
し
つ
つ
、
コ
ス

ト
を
下
げ
、
か
つ
調
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
意
味
に
お
い

て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
配

備
す
る
予
定
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
、
日
米
が
共

同
開
発
中
の
Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
Ａ
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
中
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
安
全
保
障
政
策
お
よ
び

日
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
力
を
円
滑
化
す
る
上
で
も
、
日
本
の
立

場
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、途

上
国
に
は
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
、
警
戒
監
視
能
力
、
国
際
平

和
活
動
な
ど
に
お
い
て
中
古
品
で
あ
っ
て
も
装
備
調
達
を

望
む
国
も
多
い
。
こ
う
し
た
国
々
に
対
す
る
能
力
構
築

（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
支
援
を
行
う
た
め
に

も
、
現
在
の
武
器
輸
出

三
原
則
は
早
期
に
見
直

さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。
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じんぼ けん
慶應義塾大学大学院政策・メ
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（政策・メディア博士）。日本国際
問題研究所研究員、日本国際
フォーラム研究主幹を経て現職。
専門は国際安全保障論、アジ
ア太平洋の安全保障、日本の
外交・安全保障。
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グローバル アジア太平洋地域 バイラテラル ナショナル

脅威
認識

WMD・ミサイル拡散
国際テロ組織・海賊

破綻した国家

海洋の安定利用
宇宙・サイバー空間

気候変動

北朝鮮
（WMD・ミサイル・挑発行動）

中国
（国防費・核戦力・ミサイル・
海空軍力・遠方投射能力）

ロシア
（極東軍事活動）

弾道ミサイル攻撃

島嶼部に対する攻撃

政策

ODA の戦略的活用
（紛争・テロの原因解決）

国際平和協力活動

EU・NATO や欧州諸国

海洋・宇宙・サイバー空間
の安定的利用への取組み

大規模災害・パンデミック
（人道支援・災害救援）

国連改革

軍備管理・軍縮・不拡散

韓国・オーストラリアとの協力
（防衛協力・交流・共同訓練）

ASEAN 諸国との安全保障協力
（実際的協力・能力構築支援）

インド等関係国との協力
（海上交通の安全確保）

中国・ロシアとの協力
（信頼醸成・非伝統的安全保障

分野等での協力）

ASEAN 地域フォーラム
ADMM プラス

（非伝統的安全保障分野・城内の秩序
や規範、実際的な協力関係の構築）

日米同盟の深化・発展
共通の戦略目標

役割・任務・能力の検討
情報協力

計画検討作業の深化
周辺事態における協力
BMD における協力

装備・技術協力
拡大抑止の信頼性向上・
情報保全のための協議

地域の不測事態に対する
米軍の抑止・対処の強化

共同訓練・共同使用
国際平和協力活動

宇宙・サイバー空間
海上交通の安全確保

気候変動
在日米軍兵力態勢見直し

接受国支援

「動的防衛力」
（運用水準・活動量増大）

（常続監視態勢）
即応性・機動性・多目的性
適切な規模の防衛力整備
思い切った効率化・合理化

資源の選択と集中
事態推移にシームレス対応

実効的な抑止・対処

【防衛力の役割】
ア 空海域の安全確保
イ 島嶼部に対する攻撃への対応
ウ サイバー攻撃への対応
エ ゲリラ・特殊部隊への対応
オ 弾道ミサイル攻撃への対応
カ 複合事態への対応
キ 大規模・特殊災害等への対応

制度

国際平和協力法
対テロ特措法

イラク支援特措法

日米防衛協力のガイドライン
周辺事態法

日米安保条約 首相官邸に新組織を設置
【体制整備】
ア 統合の強化
イ 島嶼部における対応能力強化
ウ 国際平和協力活動への　〃
エ 情報機能の強化
オ 科学技術の発展への対応
カ 効率的・効果的な防衛力整備
人的資源の効果的活用
装備品の運用基盤の充実
防衛生産・技術基盤の維持・育成

図：新防衛大綱と脅威認識・政策・制度の空間概念

武力紛争に至らないような対立や紛争（グレーゾーンの紛争）

ゲリラ・特殊部隊等による攻撃

複合事態
大規模・特殊災害等

安全保障課題や不安定性に基づく様々な事態（各種事態）

（出所：著者作成）

特集 2　日本の防衛を考える




